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私
の
戦
中
戦
後 山

梨
県 

 

渡 

辺 

三 

郎 
 
 

 

私
は
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
二
月
二
十
二
日
、
山
梨

県
南
巨
摩
郡
睦
合
村
成
島
に
、
父
茂
一
郎
の
三
男
と
し
て

出
生
し
た
。
兄
秀
一
郎
、
次
男
武
雄
、
姉
二
人
が
い
ま
し

た
。｢

父
は
国
立
第
十
銀
行
睦
合
支
店
に
勤
務
し
て
い
た
が
、

明
治
四
十
五
（
一
九
一
二
）
年
甲
府
に
出
て
醸
造
家
十
一

屋(

君
が
代)

に
勤
務
、
そ
の
後
甲
府
市
穴
切
町
で
酒
類
販

売
業
を
営
む
。
私
は
子
供
な
が
ら
酒
の
配
達
を
し
た
も
の

で
す
。 

 
 

学 
 

歴 

昭
和
五
年
三
月 

甲
府
市
立
穴
切
小
学
校
卒
業 

三
菱
名
古
屋
航
空
機
製
作
所
青
年
学

校
研
究
科
卒
業 

 
 

職 
 

歴 

昭
和
五
年
四
月 

三
菱
名
古
屋
航
空
機
製
作
所
入
社 

昭
和
十
二
年 

三
菱
重
工
業
株
式
会
社
名
古
屋
工
場
勤 

 
 
 
 

 
 

務
、
職
階
伍
長 

昭
和
十
四
年
八
月 

三
菱
重
工
業
株
式
会
社
名
古
屋
工 

 
 
 
 

 
 
 

 

場
を
兵
役
の
た
め
退
社 

昭
和
十
七
年
十
二
月 

三
菱
重
工
業
株
式
会
社
航
空
機 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

製
作
所
名
古
屋
工
場
に
再
入
社 

昭
和
二
十
年
八
月 

退
社 

 
 

兵 
 

役 

昭
和
十
三
年
八
月 

山
梨
県
南
巨
摩
郡
鰍
沢
町
立
鰍
沢 

 
 
 
 

 
 
 

 

小
学
校
に
て
徴
兵
検
査 

甲
種
合 

 
 
 
 

 
 
 

 

格 

昭
和
十
四
年
九
月
一
日 

満
州
国
牡
丹
江
航
空
兵
教
育 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

隊
に
入
隊 

昭
和
十
五
年 

第
三
十
二
戦
隊
爆
撃
隊
に
所
属
、
同
年 

 
 
 
 

 
 

末
上
等
兵 

昭
和
十
七
年
九
月 

伍
長 

昭
和
十
七
年
十
二
月 

除
隊
帰
郷 

三
菱
重
工(

株)

に 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

復
職 

 
軍
隊
体
験 

牡
丹
江
は
、
冬
は
零
下
三
〇
度
に
も
な
り
、
風
も
強
い
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の
で
辛
い
。
雪
は
粉
雪
で
さ
ら
さ
ら
、
尺
余
に
積
る
こ
と

な
く
、
風
の
た
め
に
吹
き
溜
り
に
堆
積
す
る
。
平
坦
の
飛

行
場
に
は
、
雪
は
地
面
に
僅
か
に
白
い
程
度
、
土
が
見
え

る
。
粉
を
撒
い
た
程
度
だ
が
風
が
強
く
寒
さ
が
身
に
し
み

る
。 冬

飛
行
機
の
エ
ン
ジ
ン
を
温
め
る
作
業
あ
り
、
赤
々
と

お
こ
し
た
炭
火
、
温
度
が
拡
散
し
な
い
よ
う
、
シ
ー
ト
で

機
体
を
覆
う
の
で
あ
る
。
格
納
庫
内
の
作
業
で
あ
り
、
シ

ー
ト
内
は
エ
ン
ジ
ン
温
め
の
仕
事
だ
か
ら
温
か
く
、
そ
れ

が
一
番
楽
し
み
の
作
業
で
し
た
。 

夏
は
四
〇
度
に
も
達
す
る
。
甲
府
は
暑
い
と
言
っ
て
も

四
〇
度
に
な
る
こ
と
は
無
い
。
満
州
は
空
気
が
乾
燥
し
て

い
る
か
ら
日
向
に
出
る
と
暑
い
が
室
内
や
木
陰
に
い
れ
ば

さ
ほ
ど
の
暑
さ
を
感
じ
な
い
。
さ
ら
っ
と
し
て
い
る
。
ト

マ
ト
、
西
瓜
も
作
っ
て
い
る
。
夏
は
川
で
水
泳
す
る
現
地

人
も
い
る
。 

牡
丹
江
は
川
幅
百
メ
ー
ト
ル
は
あ
ろ
う
。
夏
は
葦
が
茂

り
、
冬
は
全
面
結
氷
で
自
動
車
が
通
行
で
き
、
馬
は
氷
上

鉄
、
兵
は
防
寒
服
、
靴
は
フ
ェ
ル
ト
の
防
寒
靴
と
、
ま
あ

満
州
の
冬
は
大
変
だ
。
兵
舎
は
「
ペ
チ
カ
」
が
あ
り
燃
料

は
石
炭
。
兵
舎
は
街
か
ら
遠
く
、
牡
丹
江
市
に
は
行
っ
た

こ
と
も
な
い
。
演
習
で
は
ハ
ル
ピ
ン
、
佳
木
斯
、
奉
天
（
瀋

陽
）、
北
京
（
長
春
）
に
行
っ
た
。
航
空
隊
の
演
習
は
遠
く

で
も
苦
に
な
ら
な
い
。
一
飛
び
で
あ
る
。
教
育
隊
入
隊
直

後
に
空
中
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
せ
ら
れ
、
何
回
も
何
回
も
や
ら

さ
れ
る
の
に
は
閉
口
し
た
が
程
な
く
馴
れ
た
。
試
験
飛
行

の
時
に
搭
乗
時
に
尾
翼
で
右
手
親
指
を
骨
折
、
お
よ
そ
一

カ
月
余
、
牡
丹
江
陸
軍
病
院
に
入
院
す
る
。 

試
験
飛
行
に
参
加
す
る
。
五
千
メ
ー
ト
ル
の
上
空
を
飛

ぶ
の
で
手
当
が
で
る
の
で
楽
し
み
に
し
て
参
加
し
た
。
航

空
隊
の
給
養
は
一
般
の
部
隊
よ
り
良
い
と
聞
か
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
の
通
り
だ
と
感
じ
た
。
も
ち
ろ
ん
一
般
部
隊
の

兵
食
は
知
ら
な
い
が
、
一
般
家
庭
や
、
私
が
長
ら
く
勤
め

た
三
菱
重
工
㈱
名
古
屋
航
空
機
製
作
所
の
食
堂
に
比
し
相

当
良
か
っ
た
と
今
で
も
思
っ
て
い
る
。 

航
空
隊
の
兵
営
生
活
に
余
り
き
つ
い
と
言
う
こ
と
な
く
、

私
は
常
に
一
選
抜
で
人
事
係
准
尉
の
見
込
み
も
よ
く
、
部

隊
副
官
の
当
番
兵
を
長
く
や
り
、
副
官
殿
も
大
分
気
に
入
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っ
て
お
ら
れ
た
と
思
う
。
兵
長
任
官
試
験
に
は
各
隊
よ
り

一
人
が
選
抜
さ
れ
、
私
を
含
め
て
三
人
の
内
一
人
が
合
格
、

そ
の
一
人
に
私
が
兵
長
に
任
官
さ
れ
た
次
第
で
す
。 

何
事
も
積
極
的
に
行
動
し
、
体
力
的
に
も
自
信
が
あ
っ

た
の
で
、
い
つ
も
先
頭
に
立
っ
て
行
動
し
た
り
で
、
自
分

で
言
う
の
も
ど
う
か
と
思
う
が
何
事
で
も
人
後
に
落
ち
る

こ
と
な
く
、
常
に
一
選
抜
、
伍
長
進
級
も
一
選
抜
、
そ
ん

な
具
合
で
航
空
隊
勤
務
の
満
三
年
半
は
極
め
て
平
穏
無
事

に
過
ご
し
た
日
々
と
言
え
よ
う
。 

牡
丹
江
駅
は
ホ
ー
ム
か
ら
地
下
道
を
通
り
改
札
口
に
出

る
と
駅
前
広
場
が
あ
り
、
駅
に
対
し
向
き
合
う
形
で
立
派

な
大
和
ホ
テ
ル
が
あ
る
等
話
し
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
飛
行

隊
は
街
よ
り
五
キ
ロ
も
あ
る
の
で
、
牡
丹
江
へ
行
っ
た
こ

と
が
あ
る
が
駅
の
所
へ
は
行
か
な
か
っ
た
の
で
地
下
道
の

こ
と
や
ホ
テ
ル
の
こ
と
は
知
ら
な
い
。 

昭
和
十
二
年
、
三
菱
重
工
㈱
名
古
屋
航
空
機
製
作
所
で

伍
長
と
な
っ
た
が
、
兵
隊
に
も
伍
長
と
言
う
位
が
あ
る
の

は
知
っ
て
い
て
、
字
も
同
じ
な
の
で
、
兵
隊
た
ち
伍
長
ク

ラ
ス
で
ま
あ
ま
あ
の
地
位
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
七
、

八
人
を
取
り
ま
と
め
る
班
長
と
言
う
と
こ
で
あ
っ
た
。 

 

戦 
 

後 

一 

昭
和
二
十
三
年
渡
辺
鉄
工
所
を
個
人
創
業
。 

二 

昭
和
三
十
一
年
株
式
会
社
渡
辺
工
業
所
を
資
本
金

一
千
万
円
、
後
増
資
し
て
二
千
万
円
、
い
ず
れ
も
社

長
で
す
。
十
年
程
前
長
男
に
社
長
職
を
譲
り
、
今
は

会
長
。 

薬
害
で
眼
に
障
害
が
あ
り
、
視
力
が
甚
だ
悪
く
、
甲
府

市
の
小
宮
山
眼
科
医
で
治
療
中
で
あ
る
。
あ
と
四
カ
月
弱

で
九
十
一
歳
と
な
る
。
眼
以
外
は
概
ね
健
康
だ
が
、
眼
の

悪
い
の
は
全
く
閉
口
で
あ
る
。 

三 

山
梨
県
陸
上
競
技
連
盟
投
擲
、
砲
丸
、
円
盤
、
槍

投
げ
の
選
手
。
昭
和
二
十
五
年
、
甲
府
陸
協
競
技
連

盟
会
長
、
山
梨
県
陸
上
競
技
連
盟
副
会
長
。 

昭
和
四
十
四
年
六
月
、
恩
欠
連
山
梨
県
連
合
会
財
務
担

当
理
事
、
恩
欠
連
甲
府
支
部
副
会
長
、
山
梨
県
連
副
会
長
、

多
少
の
寄
付
行
為
も
致
し
ま
し
た
。 

昭
和
十
七
年
十
二
月
除
隊
後
一
度
も
召
集
が
な
か
っ
た
。

三
菱
重
工
で
航
空
桟
製
作
に
携
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
産
業
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戦
士
と
言
う
わ
け
で
し
た
。
南
方
な
ど
に
行
か
ず
本
当
に

よ
か
っ
た
。
ま
た
戦
後
、
そ
れ
が
鉄
工
所
を
や
る
「
き
っ

か
け
」
と
な
り
、
私
に
と
っ
て
は
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
年
以
来
、
兵
役
の
三
年
ほ
ど
を
除
け
ば
、
足
掛
け

十
四
年
三
菱
重
工
の
御
世
話
に
な
っ
た
次
第
で
す
。 

航
空
無
線
隊
と
し
て 

群
馬
県 

 

貝 

瀬 

喜 
武 

 
 

 

私
は
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
十
月
十
三
日
、
四
人

兄
姉
の
長
男
と
し
て
生
れ
ま
し
た
。
父
は
教
員
で
し
た
。

沼
田
小
学
校
二
年
の
時
、
父
は
ふ
と
し
た
病
で
亡
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
父
が
亡
く
な
っ
た
後
、
子
供
四
人
を

抱
え
た
母
は
助
産
婦
と
し
て
働
き
、
私
達
を
育
て
て
い
ま

し
た
。
私
は
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
東
京
に
出
て
、
東
京

発
動
機
株
式
会
社
に
勤
務
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

昭
和
十
八
年
徴
兵
検
査
で
甲
種
合
格
と
な
り
、
入
隊
す

る
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
十
九
（
一
九
四

四
）
年
三
月
三
十
日
、
新
潟
県
高
田
市
の
航
空
隊
に
入
隊

す
る
よ
う
に
と
の
通
知
が
来
て
、
勤
め
て
い
た
会
社
の
皆

さ
ん
か
ら
激
励
の
送
別
会
を
開
い
て
頂
い
て
、
勇
躍
航
空

隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。
こ
の
部
隊
は
北
方
の
ア
ッ
ツ
島
で

玉
砕
し
た
山
崎
部
隊
長
の
後
に
出
来
た
と
い
う
部
隊
で
し

た
。 
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っ
て
お
ら
れ
た
と
思
う
。
兵
長
任
官
試
験
に
は
各
隊
よ
り

一
人
が
選
抜
さ
れ
、
私
を
含
め
て
三
人
の
内
一
人
が
合
格
、

そ
の
一
人
に
私
が
兵
長
に
任
官
さ
れ
た
次
第
で
す
。 

何
事
も
積
極
的
に
行
動
し
、
体
力
的
に
も
自
信
が
あ
っ

た
の
で
、
い
つ
も
先
頭
に
立
っ
て
行
動
し
た
り
で
、
自
分

で
言
う
の
も
ど
う
か
と
思
う
が
何
事
で
も
人
後
に
落
ち
る

こ
と
な
く
、
常
に
一
選
抜
、
伍
長
進
級
も
一
選
抜
、
そ
ん

な
具
合
で
航
空
隊
勤
務
の
満
三
年
半
は
極
め
て
平
穏
無
事

に
過
ご
し
た
日
々
と
言
え
よ
う
。 

牡
丹
江
駅
は
ホ
ー
ム
か
ら
地
下
道
を
通
り
改
札
口
に
出

る
と
駅
前
広
場
が
あ
り
、
駅
に
対
し
向
き
合
う
形
で
立
派

な
大
和
ホ
テ
ル
が
あ
る
等
話
し
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
飛
行

隊
は
街
よ
り
五
キ
ロ
も
あ
る
の
で
、
牡
丹
江
へ
行
っ
た
こ

と
が
あ
る
が
駅
の
所
へ
は
行
か
な
か
っ
た
の
で
地
下
道
の

こ
と
や
ホ
テ
ル
の
こ
と
は
知
ら
な
い
。 

昭
和
十
二
年
、
三
菱
重
工
㈱
名
古
屋
航
空
機
製
作
所
で

伍
長
と
な
っ
た
が
、
兵
隊
に
も
伍
長
と
言
う
位
が
あ
る
の

は
知
っ
て
い
て
、
字
も
同
じ
な
の
で
、
兵
隊
た
ち
伍
長
ク

ラ
ス
で
ま
あ
ま
あ
の
地
位
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
七
、

八
人
を
取
り
ま
と
め
る
班
長
と
言
う
と
こ
で
あ
っ
た
。 

 

戦 
 

後 

一 

昭
和
二
十
三
年
渡
辺
鉄
工
所
を
個
人
創
業
。 

二 

昭
和
三
十
一
年
株
式
会
社
渡
辺
工
業
所
を
資
本
金

一
千
万
円
、
後
増
資
し
て
二
千
万
円
、
い
ず
れ
も
社

長
で
す
。
十
年
程
前
長
男
に
社
長
職
を
譲
り
、
今
は

会
長
。 

薬
害
で
眼
に
障
害
が
あ
り
、
視
力
が
甚
だ
悪
く
、
甲
府

市
の
小
宮
山
眼
科
医
で
治
療
中
で
あ
る
。
あ
と
四
カ
月
弱

で
九
十
一
歳
と
な
る
。
眼
以
外
は
概
ね
健
康
だ
が
、
眼
の

悪
い
の
は
全
く
閉
口
で
あ
る
。 

三 

山
梨
県
陸
上
競
技
連
盟
投
擲
、
砲
丸
、
円
盤
、
槍

投
げ
の
選
手
。
昭
和
二
十
五
年
、
甲
府
陸
協
競
技
連

盟
会
長
、
山
梨
県
陸
上
競
技
連
盟
副
会
長
。 

昭
和
四
十
四
年
六
月
、
恩
欠
連
山
梨
県
連
合
会
財
務
担

当
理
事
、
恩
欠
連
甲
府
支
部
副
会
長
、
山
梨
県
連
副
会
長
、

多
少
の
寄
付
行
為
も
致
し
ま
し
た
。 

昭
和
十
七
年
十
二
月
除
隊
後
一
度
も
召
集
が
な
か
っ
た
。

三
菱
重
工
で
航
空
桟
製
作
に
携
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
産
業
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戦
士
と
言
う
わ
け
で
し
た
。
南
方
な
ど
に
行
か
ず
本
当
に

よ
か
っ
た
。
ま
た
戦
後
、
そ
れ
が
鉄
工
所
を
や
る
「
き
っ

か
け
」
と
な
り
、
私
に
と
っ
て
は
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
年
以
来
、
兵
役
の
三
年
ほ
ど
を
除
け
ば
、
足
掛
け

十
四
年
三
菱
重
工
の
御
世
話
に
な
っ
た
次
第
で
す
。 

航
空
無
線
隊
と
し
て 

群
馬
県 

 

貝 

瀬 

喜 
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私
は
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
十
月
十
三
日
、
四
人

兄
姉
の
長
男
と
し
て
生
れ
ま
し
た
。
父
は
教
員
で
し
た
。

沼
田
小
学
校
二
年
の
時
、
父
は
ふ
と
し
た
病
で
亡
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
父
が
亡
く
な
っ
た
後
、
子
供
四
人
を

抱
え
た
母
は
助
産
婦
と
し
て
働
き
、
私
達
を
育
て
て
い
ま

し
た
。
私
は
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
東
京
に
出
て
、
東
京

発
動
機
株
式
会
社
に
勤
務
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

昭
和
十
八
年
徴
兵
検
査
で
甲
種
合
格
と
な
り
、
入
隊
す

る
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
十
九
（
一
九
四

四
）
年
三
月
三
十
日
、
新
潟
県
高
田
市
の
航
空
隊
に
入
隊

す
る
よ
う
に
と
の
通
知
が
来
て
、
勤
め
て
い
た
会
社
の
皆

さ
ん
か
ら
激
励
の
送
別
会
を
開
い
て
頂
い
て
、
勇
躍
航
空

隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。
こ
の
部
隊
は
北
方
の
ア
ッ
ツ
島
で

玉
砕
し
た
山
崎
部
隊
長
の
後
に
出
来
た
と
い
う
部
隊
で
し

た
。 




